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１．評価者の指摘及び提言概要 

航空機から排出される超微小粒子状物質 (UFP：100 nm 以下) の数濃度、粒径別化学組

成の移動観測を実施し、信頼できる実測データを取得するとともに、移流拡散モデルに

よる UFP の濃度変動とそのメカニズムなどを検討して、UFP の環境影響評価を行ったこと

は高く評価できる。その結果、離陸時の全粒子数排出係数の半分以上が 10 nm 以下にあ

り、かつ規制対象となる 10 nm 以上の不揮発性粒子に比べ中央値で 60 倍程度大きいこと

が明らかになったという点は、新規性が高い知見といえる。今後、更なる国際的な研究

交流の推進、環境行政での活用と国際的な活動への貢献を期待したい。 

 

２．評点 

総合評点：Ａ  


